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縦
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縦
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計
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課
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県
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告

示

山
口
県
告
示
第
二
百
五
十
四
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前

評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で
の

間
、
山
口
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
及
び
岩
国
市
環
境
部
環
境
保
全
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

氏
名
又
は
名
称

旭
酒
造
株
式
会
社

住

所

岩
国
市
周
東
町
獺
越
二
一
六
七
番
地
の
四

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

旭
酒
造
株
式
会
社

所
在
地

岩
国
市
周
東
町
獺
越
二
一
六
七
番
地
の
四

三

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

㈠

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間
隔
等

種

類

構

造

使

用

の

方

法

能

力

(㎏
／
時
)

工
事
着
手

予

定

年
月
日

工
事
完
成

予

定

年
月
日

使
用
開
始

予

定

年
月
日

使
用
時
間

間

隔
一
日
当
た

り
の
使
用

時

間
季
節
的
変

動
の
概
要

一
〇－

ロ

五
六
〇
平
成
二
九
、

七
、
二
五
平
成
二
九
、

八
、
四
平
成
二
九
、

八
、
一
〇
断

続
八
時
間
変
動
な
し

備
考

「
一
〇－

ロ
」
と
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一

第
十
号
の
飲
料
製
造
業
の
用
に
供
す
る
洗
浄
施
設
を
い
う
。

一
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㈡

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
汚
水
等
の
量

種

類

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

一
〇－
ロ

七

六

～

八
・
六

一
、
一
〇
〇

一
、
二
〇
〇

一
、
九
〇
〇

一
、
九
五
〇

五

八

一

一
・
二

五
七

六
〇

備
考

㈠
の
表
の
備
考
は
、
こ
の
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

四

汚
水
等
の
処
理
施
設
に
関
す
る
事
項

㈠

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間
隔
等

種

類

構

造

能

力

(㎥
／
日
)

処
理
の
方
式

使
用
時
間

間

隔

一
日
当
た
り

の
使
用
時
間

季
節
的
変
動
の

概

要

工
事
着
手
予
定

年

月

日

工
事
完
成
予
定

年

月

日

使
用
開
始
予
定

年

月

日

排
水
処
理
施
設

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製

一
五
八

凝
集
沈
殿
・
ろ

過
・
生
物
処
理
・

吸
着

連

続

二

四

時

間

変

動

な

し

（
既

設
）

㈡

処
理
施
設
に
よ
る
処
理
前
及
び
処
理
後
の
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
並
び
に
汚
水
等
の
量

種

類

項

目

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮
遊
物
質
量

(㎎
／
ℓ
)

大
腸
菌
群
数

(個
／
㎤
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

排
水
処
理
施
設

処
理
前

七

五
・
八

～

八
・
六

五
三
〇

六
一
〇
一
、一
六
〇
一
、三
四
〇

三
、
〇
〇
〇

二
〇

三
〇
・
七

二
・
八

四
・
一

一
三
一

一
五
八

処
理
後

〃

〃

二
三

三
〇

二
三

三
〇

〃

一
五
・
五

二
〇

一
・
九

二
・
五

〃

〃

五

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排
出
水
の
量

排

水

口

排

出

水

の

汚

染

状

態

の

値

排
出
水
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

大
腸
菌
群
数

(個
／
㎤
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

No．1

排

水

口

七

五
・
八

～

八
・
六

二
三
・
二

三
〇

二
三
・
二

三
〇

三
、
〇
〇
〇

一
五
・
六

二
〇

一
・
九

二
・
五

一
三
七

一
六
四

No．2

排

水

口

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
五
三

二
一
五

二
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山
口
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

山
口
市
徳
地
野
谷
字
釣
山
後
九
一
四
の
七

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
山
口
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
山
口

市
経
済
産
業
部
農
林
政
策
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

周
南
市
大
字
鹿
野
上
字
モ
ミ
ノ
木
一
三
か
ら
一
五
ま
で
、
字
上
夏
山
一
六
、
字
夏
山
四
一
〇
の

一
、
四
一
三
の
二
、
字
中
原
四
二
九
、
四
三
〇
・
字
餅
足
谷
四
三
二
の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
四
三
二
の
五
、
四
三
二
の
一
〇
、
四
三
二
の
一
三
、
四
三
二
の
二

〇
、
字
五
万
堂
五
六
四
の
一
七
か
ら
五
六
四
の
二
〇
ま
で
、
字
柿
木
原
八
八
二
の
二
、
八
八
三
、
八

八
四
の
二
、
八
八
四
の
三
、
字
中
村
一
〇
三
五
、
一
〇
三
六
、
字
杬
割
一
〇
三
七
か
ら
一
〇
四
四
ま

で
、
一
〇
四
四
第
一
、
一
〇
四
五
か
ら
一
〇
五
〇
ま
で
、
字
中
坂
根
四
五
五
三
か
ら
四
五
六
三
ま

で
、
字
坂
根
四
六
一
四
か
ら
四
六
一
六
ま
で
、
大
字
大
潮
字
片
山
五
五
二
か
ら
五
五
六
ま
で
、
五
七

二
の
一
か
ら
五
七
二
の
三
ま
で
、
字
葉
ノ
内
五
七
八
の
一
か
ら
五
七
八
の
五
ま
で
、
五
七
八
の
六

（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
字
狼
鹿
野
一
五
五
六
の
一
、
大
字
須
万
字
風
呂
原
一
八
九

四
、
字
と
ん
ゑ
ん
畑
一
八
九
五
、
字
風
呂
ケ
原
一
八
九
八
、
五
一
七
九
、
五
一
八
〇
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

周
南
市
大
字
鹿
野
上
字
五
万
堂
五
六
四
の
二
〇
・
大
字
大
潮
字
片
山
五
五
三
・
五
五
四
・
五

五
六
・
五
七
二
の
二
・
字
葉
ノ
内
五
七
八
の
一
・
五
七
八
の
五
・
五
七
八
の
六
（
以
上
八
筆
に

つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

⚒

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

⚓

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
周
南
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚔

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

産
部
森
林
整
備
課
及
び
周
南
市
経
済
産
業
部
農
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
二
百
五
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件
（
平
成
七
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
十
四
号
（
一
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
）
及
び
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件
（
平
成
八
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
四
十
九
号
（
一
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

二

変
更
に
係
る
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

変
更
し
な
い
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
及
び
樹
種
を
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
美
祢

三
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市
建
設
経
済
部
農
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

美
祢
市
美
東
町
絵
堂
字
黒
猪
六
四
〇
、
字
三
本
松
六
四
一
、
字
鳥
屋
場
六
九
九
、
字
大
滝
一
七
〇

六
、
美
東
町
赤
字
本
谷
一
九
二
四
の
二
三
、
一
九
二
四
の
四
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
美
祢
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
美
祢

市
建
設
経
済
部
農
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

美
祢
市
美
東
町
大
田
字
西
崩
五
五
〇
の
一
六
か
ら
五
五
〇
の
二
二
ま
で
、
五
五
〇
の
二
四
か
ら
五

五
〇
の
三
三
ま
で
、
字
崩
五
五
五
の
一
、
五
五
五
の
二
、
一
四
三
二
、
一
四
三
三
、
一
四
三
六

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
美
祢
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
美
祢

市
建
設
経
済
部
農
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
二
百
五
十
七
号

山
口
県
収
入
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
一
年
山
口
県
告
示
第
四
百

六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一
の
表
中
「
山
口
交
通
安
全
協

会
会
長

山
根
幹

夫

」
を
「
山
口
交
通
安
全
協

会
会
長

田
坂
健

次

」
に
改
め
る
。

山
口
県
告
示
第
二
百
五
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

一
九
一
号

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

下
関
市
豊
北
町
大
字
神
田
上
字
柴
葉
岡
四

二
〇
五
の
一
地
先
か
ら

同
市
豊
北
町
大
字
神
田
上

同
字
四
一
九

一
の
一
地
先
ま
で

旧

最
狭

一
三
・
六

最
広

一
四
・
八

一
六
・
二

新

最
狭

二
四
・
六

最
広

二
六
・
〇

一
六
・
二
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

徳
山
光
線

四
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道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

周
南
市
大
字
中
須
南
字
岸
高
二
一
〇
九
の

一
地
先
か
ら

同
市

同
大
字

字
大
沢
二
八
一
六
の

一
地
先
ま
で

旧

最
狭

七
・
五

最
広

四
二
・
〇

五
〇
〇
・
六

新

最
狭

一
九
・
〇

最
広

八
八
・
〇

三
七
七
・
二
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

下
関
長
門
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

下
関
市
菊
川
町
大
字
西
中
山
字
戸
谷
一
三

四
の
一
地
先

旧

最
狭

二
二
・
六

最
広

三
一
・
四

一
八
・
六

新

最
狭

二
二
・
六

最
広

三
三
・
四

一
八
・
六
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

三
瀬
川
下
松
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

周
南
市
大
字
中
須
南
字
岡
田
二
八
四
二
の

三
地
先

及
び
周
南
市
大
字
中
須
南
字
岡
田
二
八
四
二
の

三
地
先
か
ら

同
市

同
大
字

字
大
沢
二
八
一
六
の

一
地
先
ま
で

旧

最
狭

九
・
七

最
広

一
四
・
一

一
九
・
六

最
狭

七
・
五

最
広

二
一
・
〇

四
二
一
・
九
県
道
徳
山
光
線
の

道
路
の
区
域

（
重
用
）

周
南
市
大
字
中
須
南
字
岡
田
二
八
四
二
の

三
地
先
か
ら

同
市

同
大
字

字
岸
高
二
一
〇
九
の

一
地
先
ま
で

及
び
周
南
市
大
字
中
須
南
字
岸
高
二
一
〇
九
の

一
地
先
か
ら

同
市

同
大
字

字
大
沢
二
八
一
六
の

一
地
先
ま
で

新

最
狭

一
四
・
一

最
広

六
九
・
〇

六
七
・
四
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

最
狭

一
九
・
〇

最
広

八
八
・
〇

三
七
九
・
八
県
道
徳
山
光
線
の

道
路
の
区
域

（
重
用
）

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

高
佐
下
阿
武
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
奈
古
字
新
田
一
五
六

一
の
一
地
先
か
ら

同
郡

同
町

同
大
字

同
字
一
五
二
四

の
四
地
先
ま
で

旧

最
狭

二
四
・
〇

最
広

三
五
・
〇

一
二
六
・
〇

新

最
狭

一
〇
・
二

最
広

三
〇
・
〇

一
二
六
・
〇

山
口
県
告
示
第
二
百
五
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

一
般
国
道

一
九
一
号

下
関
市
豊
北
町
大
字
神
田
上
字
柴
葉
岡
四
二
〇
五
の
一
地
先
か
ら

同
市
豊
北
町

同
大
字

同
字
四
一
九
一
の
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
九
年
七
月

五
日

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

徳
山
光
線

周
南
市
大
字
中
須
南
字
岸
高
二
一
〇
九
の
一
地
先
か
ら

同
市

同
大
字

字
大
沢
二
八
一
六
の
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
九
年
七
月

五
日

四
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路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

下
関
長
門
線

下
関
市
菊
川
町
大
字
西
中
山
字
戸
谷
一
三
四
の
一
地
先

平
成
二
十
九
年
七
月

五
日

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

三
瀬
川
下
松

線

周
南
市
大
字
中
須
南
字
岡
田
二
八
四
二
の
三
地
先

平
成
二
十
九
年
七
月

五
日

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
次
の
区
域
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

区
域
の
名
称

三
見
浦
地
区

二

区
域
の
範
囲

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
五
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、
標
柱
五
号
と

六
号
を
県
道
萩
三
隅
線
東
側
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
、
標
柱
六
号
と
七
号
を
結
ん
だ
線
及
び
標

柱
一
号
と
七
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

市

名

大

字

名

字

名

地

番

標

柱

番

号

萩

市

三

見

片

田

三
三
五
六
の
一

一
号

〃

〃

〃

一
九
〇
二
の
一

二
号

〃

〃

〃

一
八
九
八
の
一

三
号

〃

〃

北

江

尻

三
三
八
五

四
号

〃

〃

〃

三
三
八
二
の
五

五
号

〃

〃

片

田

三
三
五
五
の
一
〇

六
号

〃

〃

〃

三
三
五
六
の
五

七
号

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
一
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
由
宇
川
水
系
由
宇
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
調
査
及
び
図
面
の
作
成
（
第
一
工
区
）
の
契

約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
経
営
の
規
模
及
び
状
況
を
要
件
と
す
る
資
格
（
以

下
「
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
の

申
請
の
時
期
、
方
法
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

由
宇
川
水
系
由
宇
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
調
査
及
び
図
面
の
作
成
（
第
一
工
区
）

㈠

履
行
場
所

岩
国
市
内

㈡

業
務
の
概
要

業

務

内

容

数

量

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
洪
水
浸

水
想
定
区
域
に
係
る
調
査
及
び
図
面
の
作
成

一
式

二

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
共
同
企
業
体
（
二
者
で

構
成
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

㈠

共
同
企
業
体
の
構
成
員
の
い
ず
れ
も
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ
る

こ
と
。

⚑

建
設
工
事
等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
審
査
に
関
す
る
告

示
（
平
成
二
十
八
年
山
口
県
告
示
第
四
百
十
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
二
の
㈠
の
規
定

に
よ
り
格
付
さ
れ
た
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
が
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
の
Ａ
等
級
で
あ
る
こ
と
。

⚒

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
条
の
三
に
規
定
す
る
測
量
業
者
で
あ

る
こ
と
。

⚓

出
資
比
率
が
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

㈡

共
同
企
業
体
の
代
表
者
の
告
示
二
の
㈡
に
規
定
す
る
審
査
で
平
成
二
十
九
年
七
月
三
日
ま
で
に

山
口
県
知
事
が
そ
の
結
果
の
通
知
を
行
っ
た
も
の
の
う
ち
直
近
の
も
の
の
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
の
総
合
点
数
が
二
百
五
十
点
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
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㈠

共
同
企
業
体
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
等

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
告
示
四
の
㈠
に
規
定
す
る
共

同
企
業
体
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
及
び
次
に
掲
げ
る
書
類
（
以
下
「
申
請
書
等
」
と
い

う
。
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚑

共
同
企
業
体
協
定
書
の
写
し

⚒

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格
認
定
通
知
書
の
写
し

⚓

測
量
法
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
に
係
る
通
知
書
の
写
し

⚔

委
任
状

㈡

申
請
書
等
の
提
出
方
法

申
請
書
等
は
、
共
同
企
業
体
の
代
表
者
が
持
参
し
て
提
出
す
る
も
の
と
し
、
郵
便
又
は
電
信
に

よ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
な
い
。

㈢

申
請
書
等
の
提
出
場
所

山
口
県
岩
国
土
木
建
築
事
務
所

岩
国
市
三
笠
町
一
丁
目
一
番
一
号

㈣

申
請
書
等
の
提
出
期
間
及
び
時
間

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
か
ら
同
月
二
十
六
日
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈤

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
結
果
の
通
知
方
法

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
適
合
通
知
書
又
は
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
非
適
合
通
知
書
を

平
成
二
十
九
年
八
月
八
日
ま
で
に
発
送
す
る
。

四

そ
の
他

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
岩
国
土
木
建
築
事
務
所
（
電
話
〇
八
二
七－

二
九－

一
五
四
〇
）
に
す
る
こ
と
。

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
二
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
富
田
川
水
系
富
田
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
調
査
及
び
図
面
の
作
成
（
第
一
工
区
）
の
契

約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
経
営
の
規
模
及
び
状
況
を
要
件
と
す
る
資
格
（
以

下
「
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
の

申
請
の
時
期
、
方
法
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

富
田
川
水
系
富
田
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
調
査
及
び
図
面
の
作
成
（
第
一
工
区
）

㈠

履
行
場
所

周
南
市
内

㈡

業
務
の
概
要

業

務

内

容

数

量

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
洪
水
浸

水
想
定
区
域
に
係
る
調
査
及
び
図
面
の
作
成

一
式

二

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
共
同
企
業
体
（
二
者
で

構
成
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

㈠

共
同
企
業
体
の
構
成
員
の
い
ず
れ
も
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ
る

こ
と
。

⚑

建
設
工
事
等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
審
査
に
関
す
る
告

示
（
平
成
二
十
八
年
山
口
県
告
示
第
四
百
十
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
二
の
㈠
の
規
定

に
よ
り
格
付
さ
れ
た
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
が
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
の
Ａ
等
級
で
あ
る
こ
と
。

⚒

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
条
の
三
に
規
定
す
る
測
量
業
者
で
あ

る
こ
と
。

⚓

出
資
比
率
が
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

㈡

共
同
企
業
体
の
代
表
者
の
告
示
二
の
㈡
に
規
定
す
る
審
査
で
平
成
二
十
九
年
七
月
三
日
ま
で
に

山
口
県
知
事
が
そ
の
結
果
の
通
知
を
行
っ
た
も
の
の
う
ち
直
近
の
も
の
の
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
の
総
合
点
数
が
二
百
五
十
点
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査

㈠

共
同
企
業
体
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
等

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
告
示
四
の
㈠
に
規
定
す
る
共

同
企
業
体
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
及
び
次
に
掲
げ
る
書
類
（
以
下
「
申
請
書
等
」
と
い

う
。
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚑

共
同
企
業
体
協
定
書
の
写
し

⚒

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格
認
定
通
知
書
の
写
し

⚓

測
量
法
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
に
係
る
通
知
書
の
写
し

⚔

委
任
状

㈡

申
請
書
等
の
提
出
方
法

申
請
書
等
は
、
共
同
企
業
体
の
代
表
者
が
持
参
し
て
提
出
す
る
も
の
と
し
、
郵
便
又
は
電
信
に

よ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
な
い
。

㈢

申
請
書
等
の
提
出
場
所

六

山 口 県 報 （定期） 第 2874 号平成29年７月４日 火曜日

七

山 口 県 報 （定期） 第 2874 号平成29年７月４日 火曜日



山
口
県
周
南
土
木
建
築
事
務
所

周
南
市
毛
利
町
二
丁
目
三
八

㈣

申
請
書
等
の
提
出
期
間
及
び
時
間

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
か
ら
同
月
二
十
六
日
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈤

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
結
果
の
通
知
方
法

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
適
合
通
知
書
又
は
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
非
適
合
通
知
書
を

平
成
二
十
九
年
八
月
八
日
ま
で
に
発
送
す
る
。

四

そ
の
他

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
周
南
土
木
建
築
事
務
所
（
電
話
〇
八
三
四－

三
三－

六
四
七
一
）
に
す
る
こ
と
。

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
三
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
佐
波
川
水
系
島
地
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
調
査
及
び
図
面
の
作
成
（
第
一
工
区
）
の
契

約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
経
営
の
規
模
及
び
状
況
を
要
件
と
す
る
資
格
（
以

下
「
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
の

申
請
の
時
期
、
方
法
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

佐
波
川
水
系
島
地
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
調
査
及
び
図
面
の
作
成
（
第
一
工
区
）

㈠

履
行
場
所

山
口
市
及
び
周
南
市
内

㈡

業
務
の
概
要

業

務

内

容

数

量

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
洪
水
浸

水
想
定
区
域
に
係
る
調
査
及
び
図
面
の
作
成

一
式

二

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
共
同
企
業
体
（
二
者
で

構
成
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

㈠

共
同
企
業
体
の
構
成
員
の
い
ず
れ
も
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ
る

こ
と
。

⚑

建
設
工
事
等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
審
査
に
関
す
る
告

示
（
平
成
二
十
八
年
山
口
県
告
示
第
四
百
十
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
二
の
㈠
の
規
定

に
よ
り
格
付
さ
れ
た
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
が
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
の
Ａ
等
級
で
あ
る
こ
と
。

⚒

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
条
の
三
に
規
定
す
る
測
量
業
者
で
あ

る
こ
と
。

⚓

出
資
比
率
が
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

㈡

共
同
企
業
体
の
代
表
者
の
告
示
二
の
㈡
に
規
定
す
る
審
査
で
平
成
二
十
九
年
七
月
三
日
ま
で
に

山
口
県
知
事
が
そ
の
結
果
の
通
知
を
行
っ
た
も
の
の
う
ち
直
近
の
も
の
の
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
の
総
合
点
数
が
二
百
五
十
点
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査

㈠

共
同
企
業
体
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
等

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
告
示
四
の
㈠
に
規
定
す
る
共

同
企
業
体
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
及
び
次
に
掲
げ
る
書
類
（
以
下
「
申
請
書
等
」
と
い

う
。
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚑

共
同
企
業
体
協
定
書
の
写
し

⚒

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格
認
定
通
知
書
の
写
し

⚓

測
量
法
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
に
係
る
通
知
書
の
写
し

⚔

委
任
状

㈡

申
請
書
等
の
提
出
方
法

申
請
書
等
は
、
共
同
企
業
体
の
代
表
者
が
持
参
し
て
提
出
す
る
も
の
と
し
、
郵
便
又
は
電
信
に

よ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
な
い
。

㈢

申
請
書
等
の
提
出
場
所

山
口
県
防
府
土
木
建
築
事
務
所

防
府
市
駅
南
町
一
三
番
四
〇
号

㈣

申
請
書
等
の
提
出
期
間
及
び
時
間

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
か
ら
同
月
二
十
六
日
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈤

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
結
果
の
通
知
方
法

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
適
合
通
知
書
又
は
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
非
適
合
通
知
書
を

平
成
二
十
九
年
八
月
八
日
ま
で
に
発
送
す
る
。

四

そ
の
他

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
防
府
土
木
建
築
事
務
所
（
電
話
〇
八
三
五－

二
二－

三
四
八
五
）
に
す
る
こ
と
。

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
四
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ

八
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り
、
厚
東
川
水
系
厚
東
川
、
中
川
及
び
大
田
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
調
査
及
び
図
面
の
作
成

（
第
一
工
区
）
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
経
営
の
規
模
及
び
状
況
を
要

件
と
す
る
資
格
（
以
下
「
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該
経
営
規
模
等
入
札

参
加
資
格
の
審
査
の
申
請
の
時
期
、
方
法
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

厚
東
川
水
系
厚
東
川
、
中
川
及
び
大
田
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
調
査
及
び
図
面
の
作
成

（
第
一
工
区
）

㈠

履
行
場
所

宇
部
市
及
び
美
祢
市
内

㈡

業
務
の
概
要

業

務

内

容

数

量

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
洪
水
浸

水
想
定
区
域
に
係
る
調
査
及
び
図
面
の
作
成

一
式

二

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
共
同
企
業
体
（
二
者
で

構
成
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

㈠

共
同
企
業
体
の
構
成
員
の
い
ず
れ
も
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ
る

こ
と
。

⚑

建
設
工
事
等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
審
査
に
関
す
る
告

示
（
平
成
二
十
八
年
山
口
県
告
示
第
四
百
十
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
二
の
㈠
の
規
定

に
よ
り
格
付
さ
れ
た
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
が
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
の
Ａ
等
級
で
あ
る
こ
と
。

⚒

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
条
の
三
に
規
定
す
る
測
量
業
者
で
あ

る
こ
と
。

⚓

出
資
比
率
が
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

㈡

共
同
企
業
体
の
代
表
者
の
告
示
二
の
㈡
に
規
定
す
る
審
査
で
平
成
二
十
九
年
七
月
三
日
ま
で
に

山
口
県
知
事
が
そ
の
結
果
の
通
知
を
行
っ
た
も
の
の
う
ち
直
近
の
も
の
の
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
の
総
合
点
数
が
二
百
五
十
点
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査

㈠

共
同
企
業
体
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
等

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
告
示
四
の
㈠
に
規
定
す
る
共

同
企
業
体
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
及
び
次
に
掲
げ
る
書
類
（
以
下
「
申
請
書
等
」
と
い

う
。
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚑

共
同
企
業
体
協
定
書
の
写
し

⚒

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格
認
定
通
知
書
の
写
し

⚓

測
量
法
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
に
係
る
通
知
書
の
写
し

⚔

委
任
状

㈡

申
請
書
等
の
提
出
方
法

申
請
書
等
は
、
共
同
企
業
体
の
代
表
者
が
持
参
し
て
提
出
す
る
も
の
と
し
、
郵
便
又
は
電
信
に

よ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
な
い
。

㈢

申
請
書
等
の
提
出
場
所

山
口
県
宇
部
土
木
建
築
事
務
所

宇
部
市
琴
芝
町
一
丁
目
一
番
五
〇
号

㈣

申
請
書
等
の
提
出
期
間
及
び
時
間

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
か
ら
同
月
二
十
六
日
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈤

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
結
果
の
通
知
方
法

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
適
合
通
知
書
又
は
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
非
適
合
通
知
書
を

平
成
二
十
九
年
八
月
八
日
ま
で
に
発
送
す
る
。

四

そ
の
他

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
宇
部
土
木
建
築
事
務
所
（
電
話
〇
八
三
六－

二
一－

七
一
二
五
）
に
す
る
こ
と
。

公

告

（
一
九
八
）
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
の
実
施

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

試
験
を
行
う
免
許
職
種
及
び
試
験
の
方
法

㈠

免
許
職
種

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
別
表
第
十
一
に

掲
げ
る
免
許
職
種

㈡

試
験
科
目

学
科
試
験
の
う
ち
の
指
導
方
法

八
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二

試
験
の
日
時

平
成
二
十
九
年
九
月
七
日
（
木
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で

三

試
験
の
場
所

山
口
市
秋
穂
二
島
一
〇
六
二
番
地

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

四

受
験
資
格

法
第
三
十
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
者

は
、
受
験
で
き
な
い
。

㈠

法
第
二
十
八
条
第
五
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

㈡

受
験
し
よ
う
と
す
る
免
許
職
種
に
つ
い
て
法
第
三
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
実
技
試
験
の
全

部
及
び
学
科
試
験
の
う
ち
の
関
連
学
科
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

五

受
験
申
請
書
の
受
付
期
間

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
年
八
月
八
日
（
火
曜
日
）
ま
で
（
郵
送
の
場

合
は
、
八
月
八
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
有
効
と
す
る
。
）

六

受
験
申
請
書
等
の
提
出
先

山
口
市
滝
町
一
番
一
号
（
郵
便
番
号
七
五
三－

八
五
〇
一
）

山
口
県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課

七

提
出
書
類

㈠

受
験
申
請
書
及
び
履
歴
書

㈡

写
真
（
縦
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し

た
無
帽
、
正
面
向
き
及
び
上
半
身
像
の
も
の
と
す
る
。
裏
面
に
は
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
）

㈢

技
能
検
定
合
格
証
書
等
受
験
資
格
を
証
す
る
書
面

八

受
験
手
数
料

三
千
百
円
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
受
験
申
請
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入

証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

九

合
格
者
の
発
表
等

㈠

合
格
者
の
発
表
は
、
平
成
二
十
九
年
九
月
十
四
日
（
木
曜
日
）
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を

山
口
県
庁
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
内
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
。

㈡

試
験
の
得
点
の
開
示
は
、
山
口
県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課
に
お
い
て
行
う
の
で
、
試
験
の
得

点
の
開
示
を
受
け
よ
う
と
す
る
受
験
者
は
、
合
格
者
の
発
表
日
以
後
、
受
験
票
を
提
示
し
て
そ
の

旨
を
知
事
に
申
し
出
る
こ
と
。

十

そ
の
他

㈠

受
験
案
内
、
受
験
申
請
書
等
の
請
求
は
、
山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
商
工
労
働
部
労
働

政
策
課
に
す
る
こ
と
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
指
導
員
試
験
申
請
書
請
求
」

と
朱
書
し
、
百
四
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
縦
三
十
三
・
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

㈡

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課
産
業
人
材
育
成
班
（
電

話
〇
八
三－

九
三
三－

三
二
三
四
）
に
す
る
こ
と
。

（
一
九
九
）
山
口
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧

山
口
市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
山
口
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
同
法
第
十
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

山
口
都
市
計
画
用
途
地
域

二

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

（
二
〇
〇
）
山
口
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧

山
口
市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
山
口
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
の
変
更
に
係
る
同
法
第
十
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま

す
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

山
口
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区

二

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

一
〇
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（
二
〇
一
）
山
口
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧

山
口
市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
山
口
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更
に
係
る

同
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

山
口
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域

二

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

雑

報

平
成
二
十
八
年
度
山
口
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
決
算
の
要
旨

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
度
山
口
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
決
算
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
し
ま

す
。

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日

山
口
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
長

山

田

健

一

損
益
計
算
書
の
要
旨

（
単
位
：
千
円
）

区
分

短
期

厚
生
年
金

保
険

退
職
等
年
金

経
過
的
長
期

経
過
的
長
期

預
託
金
管
理

業
務

保
健

宿
泊

貯
金

貸
付

負
担

金

5,387,107

13,077,875

714,686

170,204

172,741

213,140

掛
金
・
任
意
継
続
掛
金

5,433,260

8,316,700

714,683

208,494

収
施
設
収
入
・
商
品
売
上

226,413

一
〇
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連
合

会
交

付
金

84,519

251

利
息
及
び
配
当
金

2,086

35,708

58

1,048

1

416,988

そ
の

他
収

入

454,415

2,199

21,076

6,026

21,957

45,076

入
他
経
理
か
ら
繰
入
金

31,975

68,000

前
年
度
繰
越
支
払
準
備
金

777,437

計

12,054,305

21,394,575

1,429,369

170,204

35,708

291,492

443,758

300,440

438,945

45,327

給
付
・
一
部
負
担
金
払
戻
金

4,742,461
役
員
報
酬
・
職
員
給
与

140,139

17,491

84,531

30,159

旅
費

・
事

務
費

16,906

3,372

1,302

2,584

1,018

商
品

仕
入

1,134

支
飲

食
材

料
費

62,529

委
託
費
・
委
託
管
理
費

7,055

17,244

16,884

2,490

42

支
払

利
息

35,708

278,657

35,463

前
期
高
齢
者
納
付
金

2,135,021

後
期
高
齢
者
支
援
金

1,833,567

老
人
保
健
拠
出
金

44

退
職
者
給
付
拠
出
金

114,368

介
護

納
付

金

828,434

連
合

会
払

込
金

127,226

2,236

一
二
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連
合

会
拠

出
金

458,483

負
担

金
払

込
金

13,077,875

714,686

170,204

掛
金

払
込

金

8,316,700

714,683

出
そ

の
他

支
出

56,938

123,874

292,865

120,788

9,263

1,146

雑
損

17,460

他
経
理
へ
繰
入
金

31,975

68,000

次
年
度
繰
越
支
払
準
備
金

746,058
計

11,074,575

21,394,575

1,429,369

170,204

35,708

305,434

398,972

287,168

323,153

39,905

当
期
利
益
金
又
は
当
期
損
失
金
(△
)

979,730

△
13,942

44,786
13,272

115,792

5,422

賃
借
対
照
表
の
要
旨

（
単
位
：
千
円
）

区
分

短
期

厚
生
年
金

保
険

退
職
等
年
金

経
過
的
長
期

経
過
的
長
期

預
託
金
管
理

業
務

保
健

宿
泊

貯
金

貸
付

資産

流
動

資
産

2,357,769

1,309,214

91,699

1,158

9,925

345,268

907,055

150,569

5,522,392

133,493

固
定

資
産

1,315,026

29,075

11,963

516,113

29,636,499

1,497,213

資
産

合
計

2,357,769

1,309,214

91,699

1,158

1,324,951

374,343

919,018

666,682

35,158,891

1,630,706

負債

流
動

負
債

52,032

1,309,214

91,699

1,158

5,484

118,948

18,854

31,982,963

22

固
定

負
債

746,058

1,324,951

143,454

32,869

20,468

90,108

1,365,778

負
債

合
計

798,090

1,309,214

91,699

1,158

1,324,951

148,938

151,817

39,322

32,073,071

1,365,800

純資

資
本

剰
余

金

52,183

25,350

790,545

利
益

剰
余

金

1,559,679

173,222

741,851

3,085,820

264,906

一
三
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産
欠

損
金

163,185

純
資

産
合

計

1,559,679

225,405

767,201

627,360

3,085,820

264,906

負
債
・
純
資
産
合
計

2,357,769

1,309,214

91,699

1,158

1,324,951

374,343

919,018

666,682

35,158,891

1,630,706

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事

一
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